
第

４
章

サ
ル
の
追
い
払
い
お
よ
び
捕
獲



67 66

第４章　サルの追い払いおよび捕獲

食性

・雑食性で、植物の果実、種子、葉、

芽のほか、昆虫なども食べる。栄養

価や消化率が高く効率的に食べられ

る食物……カキ、カボチャ、スイカ、

トウモロコシ、クリ、モモなど甘く

て栄養価の高いものを好む。餌とな

る食物は、遺伝的に決まっているわ

けではなく、生後に学習する。学習

によって多くの農作物（イネ、マメ

類、イモ類、ネギ、キュウリ、ナス、

ダイコン、トマト、イチゴなど）の

味を覚えていくため被害対象作物は

広がっていく。

行動

・活動時間は通常、日の出から日没ま

での明るい時間だけ、夜間は行動し

ない。

・サルの群れは、メスとその子を中心

に構成され、10数頭～100頭。オ

スは成熟すると群れから離れ、別の

群れに入ったり、離れザルとして生

活する。

・高い学習能力を持ち、集落内の食べ

られるものを少しずつ覚えてゆく。

・木登りとジャンプが得意。

繁殖

・交尾期は年１回で秋、出産期は春。

・栄養状態が良いと毎年出産（通常は2～3年に1頭）。

・条件のよい環境での寿命は約28歳。

特性

・視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚は人間とほぼ同じ。

・新しいものや状況、場所を警戒するが、いったん慣れると大胆不敵。

・群れで行動し、行動範囲は定まっているので、特定の場所で発生

する被害は加害群を特定することができる。ただし離れザルが引

き起こす被害はこの限りではない。

1  サルを知る

ニホンザルは、学習能力が極めて高い動物です。どんなときに何を

すれば農作物を守れるのかを知るために、まず知恵比べの相手であ

るサルのことを知っておくことが大切です。人間の知恵に、サルは

到底及びません。対策が的確ならサルの被害は必ず防げます。

生　態
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２�
サ
ル
の
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
が
基
本

　

人
里
を
サ
ル
の
エ
サ
場
に
し
な
い
た
め
に
、
放
置
果
樹
、
廃

棄
農
産
物
な
ど
の
誘
因
を
除
去
す
る
こ
と
、
ま
た
集
落
、
農
地

ま
わ
り
の
薮
の
刈
り
払
い
な
ど
の
環
境
整
備
は
必
須
で
す
。

（
１
）
追
い
払
い
と
は

　
「
追
い
払
い
」
と
は
、
農
地
や
集
落
に
出
没
し
被
害
を
も
た

ら
す
サ
ル
に
対
し
て
、
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
、
農

地
や
集
落
の
外
へ
追
い
出
す
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
奥
山
に
定

住
さ
せ
、
集
落
に
出
て
こ
な
く
て
も
生
き
て
い
け
る
サ
ル
に
戻

す
こ
と
を
「
追
い
上
げ
」
と
言
い
ま
す
。

　

追
い
払
い
は
、
サ
ル
の
弱
み
を
上
手
に
使
っ
て
追
い
払
う
こ

と
が
基
本
で
す
。

（
２
）
追
い
払
い
の
ポ
イ
ン
ト

○
出
没
し
た
ら
必
ず
追
い
払
う

　

サ
ル
に
農
地
は
危
険
な
場
所
だ
と
学
習
さ
せ
る
た
め
に
、
出

没
し
た
ら
必
ず
追
い
払
い
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
集
落
の
誰
に
で
も
で
き
る
追
い
払
い
方
法
を
選
択
す
る

こ
と
が
ま
ず
第
一
歩
。

　

サ
ル
が
ま
だ
農
地
や
集
落
に
い
る
の
に
、
追
い
払
い
を
や
め

て
し
ま
う
な
ど
不
十
分
な
追
い
払
い
を
す
る
と
、
人
馴
れ
が
進

み
ま
す
。

○
一
匹
で
も
手
を
抜
か
な
い

　

離
れ
ザ
ル
を
見
誤
る
と
被
害
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
重
々
注
意
が
必
要
で
す
。
一
匹
だ
と
被
害
も
少
な
い
た
め

見
逃
し
た
り
、
被
害
を
受
け
て
い
る
の
に
逆
に
、「
一
匹
で
か

わ
い
そ
う
」
と
つ
い
甘
や
か
し
が
ち
に
な
る
。
実
は
、
こ
れ
が

農
作
物
の
味
を
覚
え
た
人
を
怖
が
ら
な
い
サ
ル
を
生
み
出
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
追
い
払
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

○
追
い
払
い
は
チ
ー
ム
で

　

サ
ル
の
数
が
多
い
場
合
、
１
～
２
人
で
は
追
い
払
い
が
難
し

い
た
め
、
犬
な
ど
を
使
う
こ
と
、
な
る
べ
く
集
落
全
体
で
協
力

し
て
チ
ー
ム
で
追
い
払
い
を
実
施
す
る
こ
と
必
要
で
す
。ま
た
、

日
の
出
～
日
没
ま
で
活
動
す
る
サ
ル
に
対
応
し
て
効
率
的
に
追

い
払
い
を
行
う
た
め
に
は
、
接
近
警
報
シ
ス
テ
ム
等
で
群
れ
の

動
き
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

集落で協力してチームで追い払う

早くみんなに
知らせないと

おっと、 
サルが近づいたな

接近警報システム＝捕獲した大人のメスザルに発信器を装着し群れに戻しま
す。そのメスの群れが集落に近づくと受信機が感知し、住民に知らせ、対策を
とることができます。
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山
口
県
山
口
市
仁
保
地
区
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ル
の
追

い
払
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
0
0
2
年
に
被
害
農
家
が
Ｊ
Ａ
山
口
中
央
支
所
や
山
口
市

と
連
携
し
た
「
仁
保
地
区
猿
被
害
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

2
0
0
4
年
に
サ
ル
接
近
警
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
首
に
発
信

器
を
つ
け
た
メ
ス
ザ
ル
が
半
径
7
0
0
m
以
内
に
近
づ
く
と
警

報
ラ
イ
ト
が
点
滅
す
る
受
信
機
を
設
置
。
そ
れ
を
機
に
多
く
の

住
民
が
サ
ル
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
山
口
大
学
と
連
携
し
て
被
害
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
、
小

学
校
児
童
と
の
放
任
果
樹
の
も
ぎ
取
り
活
動
、
サ
ル
を
追
い
払

う
「
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
」
の
養
成
、
耕
作
放
棄
地
に
和
牛
を
放

牧
し
て
サ
ル
が
出
に
く
い
緩
衝
地
帯
を
作
っ
た
り
と
集
落
ぐ
る

み
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
は
「
仁
保
地
区
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」
と

自
治
会
を
巻
き
込
ん
で
の
住
民
総
参
加
型
の
組
織
に
発
展
し
て

い
ま
す
。「
サ
ル
被
害
防
止
見
回
り
隊
」も
ス
タ
ー
ト
。軽
ト
ラ
ッ

ク
に
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
積
ん
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
な
ど
集
落
点
検
活
動
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

サル被害防止見回り隊

ガーディングドッグ（モンキードッグ）

追い払い用のピストル（玩具）

サル追い払い用の道具を持った協議会の皆さん
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３
防
護
柵
の
種
類
と
設
置

　

追
い
払
い
だ
け
で
な
く
、
農
地
へ
の
侵
入
を
防
止
し
た
り
妨

害
す
る
対
策
が
必
要
で
、
そ
れ
が
防
護
柵
で
す
。

①
簡
易
猿
害
防
止
柵
「
猿
落
君
」

　

脚
立
が
要
ら
ず
に
、
高
齢
者
で
も
ラ
ク
に
組
み
立
て
ら
れ
る

サ
ル
用
の
防
護
柵
で
す
。
弾
力
の
あ
る
曲
が
る
ポ
ー
ル
に
ネ
ッ

ト
を
張
り
、
柵
を
越
え
よ
う
と
す
る
と
、
身
体
の
重
み
で
手
前

側
に
柵
が
し
な
る
の
で
非
常
に
登
り
づ
ら
い
し
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

サ
ル
の
侵
入
を
完
全
に
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
が
、
侵
入
に
時

間
が
か
か
る
の
で
、
侵
入
前
の
サ
ル
を
発
見
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
追
い
払
い
と
の
併
用
が
必
要
で
す
。

②
電
気
柵
（
ネ
ッ
ト
式
）

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
用
の
電
気
柵
は
、
動
物
が
地
面
に
足
を
つ

け
て
い
る
こ
と
で
通
電
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
す
が
、

サ
ル
は
ネ
ッ
ト
に
飛
び
つ
く
の
で
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
電
気
柵

は
、
必
ず
「
サ
ル
用
」
の
も
の
を
使
い
ま
す
。
＋
極
と
－
極
が

網
目
に
配
置
さ
れ
電
流
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高

さ
は
2
m
以
上
、
飛
び
込
み
を
防
止
す
る
た
め
に
周
囲
の
樹
木

や
建
物
か
ら
5
m
以
上
離
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
切
断
や
漏
電
に

よ
る
電
圧
の
低
下
に
は
十
分
注
意
し
ま
す
。

③�

複
合
柵
の
例

（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
＋
5
～
10
㎝
上
部
に
電
気
柵
）

　

こ
れ
は
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
県
央
事
務
所
が
「
設
置
費
用
を
安

く
手
間
を
か
け
な
い
で
効
果
を
上
げ
ら

れ
な
い
か
」
と
開
発
し
ま
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
切
断

し
一
般
的
な
高
さ
の
半
分
程
度
に
し
て

い
る
点
。
高
さ
が
低
く
て
も
、
被
害
の

軽
微
な
場
所
で
は
イ
ノ
シ
シ
と
サ
ル
の

侵
入
を
抑
制
で
き
ま
す
。
電
気
柵
は
5

段
以
上
と
し
、
電
線
の
間
隔
は
、
下
部

3
段
は
5
～
10
㎝
、
上
部
は
15
㎝
に
。

上
部
の
電
線
は
＋
－
交
互
に
な
る
よ
う

に
設
置
し
な
け
れ
ば
ア
ー
ス
が
取
れ
ず

サ
ル
を
感
電
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

2 ｍ

160㎝

80㎝

30㎝

30㎝

網の両端には展張固定用の
ロープが付いている

網のはしをひっかける● 配線バンド
　 網の固定用
　 電気配線に使うもの

● 鉄パイプ
　 （横バー）

● フックバンド
　 支柱に横バーを固定

● 

猿
よ
け
網
（
テ
グ
ス
製
）

● ペグ
　 建築用鉄筋の先を曲げる

● 鉄パイプ（支柱）

● 鉄パイプ（横バー）

● ダンポール
　 グラスファイバー製
　 よくしなる（2 本）

ビニールテープ

● 猿落君（えんらくくん）

  5m以上
（枝先から3m以上）

2m以上

● 電気柵

電気柵
5段

ワイヤー
メッシュ
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4
捕
獲
に
よ
る
被
害
防
止
対
策

　

サ
ル
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
人
間
に
対
す
る
警
戒
心
や

恐
怖
心
を
高
め
、
農
地
や
集
落
は
人
間
の
生
活
の
場
で
あ
り
自

分
た
ち
の
居
場
所
で
は
な
い
と
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

追
い
払
い
な
ど
の
防
除
対
策
を
講
じ
て
も
な
お
被
害
を
軽
減

で
き
ず
、
恒
常
的
に
農
地
や
集
落
に
出
没
し
て
被
害
を
も
た
ら

す
サ
ル
が
い
る
場
合
は
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

捕
獲
は
、
個
体
群
の
保
全
の
た
め
の
原
則
を
定
め
た
都
道
府

県
の
保
護
管
理
計
画
に
則
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

被
害
軽
減
に
結
び
つ
か
な
い
捕
獲
が
行
わ
れ
る
事
例
も
見
ら
れ

ま
す
。
加
害
を
し
て
い
る
個
体
、
群
れ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
こ
で
も
、「
計
画
（
P
l
a
n
）
→
実
行
（
D
o
）

→
効
果
検
証（
C
h
e
c
k
）→
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
A
c
t
）」

の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
重
要
で
す
。

①
群
れ
の
一
部
の
個
体
を
捕
獲
す
る

　

加
害
個
体
を
除
去
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
追
い
払

い
な
ど
群
れ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
容
易
に
す
る
た
め
に
行
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。安
易
な
捕
獲
を
行
う
と
群
れ
が
分
裂
し
た
り
、

隣
接
群
が
侵
入
し
、
複
数
の
群
れ
に
よ
る
加
害
で
被
害
が
深
刻

化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
新
た
に
他
の
群
れ
が
侵
入
す
る

の
を
防
ぐ
防
波
堤
」
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
現
在
の
群

れ
を
存
続
さ
せ
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
被
害
を
軽
減
さ
せ

る
考
え
方
で
す
。

②
全
体
を
捕
獲
す
る

　

被
害
程
度
の
激
し
い
群
れ
に
対
し
て
は
、
群
れ
全
体
を
捕
獲

し
ま
す
。
取
り
残
さ
な
い
た
め
の
事
前
調
査
、
完
全
な
捕
獲
、

隣
接
群
の
侵
入
防
止
の
た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。
取
り
残
す

と
餌
付
け
に
よ
り
人
間
の
食
物
を
覚
え
、
わ
な
に
も
馴
れ
て
捕

獲
が
困
難
な
個
体
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
離
れ
ザ
ル
の
場
合

　

通
常
、誘
引
物
が
な
け
れ
ば
時
間
が
経
て
ば
立
ち
去
り
ま
す
。

誘
引
物
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
除
去
す
る
か
サ
ル
が
容
易
に
手

に
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
追
い
払
う
。
人
家

侵
入
や
人
身
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
捕
獲
し
ま
す
。

　

な
お
、
捕
獲
に
あ
た
っ
て
は 

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。


